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定例会で提案された議案
議案

第27号
専決処分の承認を求めることについて（専決第3号 令和3年度池田町国民健康保険特別会計補正予算（第5号））
…医療費が見込みを上回ったことにより、保健給付費406万6千円を追加し、総額3億1,190万6千円に

議案
第28号

専決処分の承認を求めることについて（専決第4号 池田町課の設置条例の一部を改正する条例）
…課の分掌事務に変更が生じたことに伴い条例を一部改正

議案
第29号

専決処分の承認を求めることについて（専決第5号 池田町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）
…地方税法施行令等の一部改正に伴い国民健康保険税の課税限度額の引上げ、並びに新型コロナウイルス感

染症の影響により収入が減少した、被保険者に対する保険税の減免措置について、令和4年度についても継
続するために条例を一部改正

議案
第30号

専決処分の承認を求めることについて（専決第6号 池田町町税条例等の一部を改正する条例）
…地方税法等の一部改正に伴い、固定資産税における土地の負担調整措置の見直しや住宅ローン控除の特例

の延長等を内容とする条例を一部改正
議案

第31号
令和4年度 池田町一般会計補正予算（第1号）
…人件費の調整及び各種事業費2億3,511万4千円を追加し、総額40億8,901万4千円に

議案
第32号

令和4年度 池田町国民健康保険特別会計補正予算（第1号）
…ほっとプラザデイサービスの特殊浴槽購入費等で763万9千円を追加し、総額2億9,963万9千円に

議案
第33号

令和4年度 池田町国民健康保険診療施設特別会計補正予算（第1号）
…池田町診療所の医師が2名体制になったことによる予算の調整

議案
第34号

令和4年度 池田町簡易水道特別会計補正予算（第1号）
…経営戦略見直し等で320万5千円を追加し、総額3億8,100万5千円に

議案
第35号

令和4年度 池田町下水道事業特別会計補正予算（第1号）
…人件費5万4千円を追加し、総額2億4,535万4千円に

議案
第36号

令和4年度 池田町農業集落排水事業特別会計補正予算（第1号）
…合併処理浄化槽設置補助金68万円を追加し、総額5,758万円に

議案
第37号

令和4年度 池田町介護保険特別会計補正予算（第1号）
…人件費58万円を追加し、総額4億3,258万円に

議案
第38号

押印の廃止等に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について
…行政手続きにおける押印や署名を求める手続きの見直しを行うため、関係する条例を改正

議案
第39号

池田町防災会議条例の一部改正について
…池田町地域防災計画の改訂に伴い、池田町防災会議を開催するにあたり、防災に関わる専門職の参加を図る

ため条例を一部改正
議案

第40号
池田町過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条例の一部改正について
…租税特別措置法等の一部改正により引用する規定について、項のずれが生じたため条例を一部改正

議案
第41号

池田町個人情報保護条例の一部改正について
…行政機関の保有する個人情報の保護に関する法律等の廃止に伴い、引用する法律の変更が生じたことから 

条例を一部改正

議案
第42号

池田町介護保険条例の一部改正について
…新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した被保険者に対する保険税等の減免措置について令和

４年度においても継続するために条例を一部改正

議案
第43号

池田町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の保育料等に関する条例の一部改正について
…福井県の「子だくさんふくいプロジェクト」の実施により、第2子への保育料無償化の拡充に伴い、池田町にお

いても規定を定める必要が生じたため条例を一部改正
議案

第44号
工事請負契約の締結について（ツリーピクニックアドベンチャーいけだ拡張整備事業　子ベンチャーパーク整備工事）
…ツリーピクニックアドベンチャーいけだ拡張整備事業  子ベンチャーパーク工事を、3億3,456万5千円（株）関組と契約

議案
第45号

物品購入契約の締結について（令和4年度公共交通車輛購入事業）
…マイバス（池田町公共交通車輛）購入として、1千86万8千円で山腰商会と契約

月6 定例会 （令和4年6月14日～16日開催）

6月定例会が6月14日から16日の3日間にわたり開催され、特別会計予算の専決処分1件、条例改正の専決処分3件、
一般会計及び6つの特別会計の令和4年度補正予算及び条例に関する6議案、工事請負契約及び物品購入契約に関する 
2議案、計19議案が提出され、全議案承認・可決されました。

4回目の新型コロナワクチン接種の実施
18歳以上の方に対する接種希望調査票の発送を完了し、7月14日からほっとプラザにて集団接種を開始。
また小児接種をはじめ随時接種可能な対応に取組む。

道のオアシスフォーシーズンテラス整備
5月30日、6月1日に応募のあった3チームからの設計から施工までの提案（デザインビルド方式）について
審査を実施し、「グリーン・ヒャッカ・緑建・三田村パートナーズ」を優先交渉者に決定。以後、整備を進めて
いく。

新庁舎・新図書館建設計画の促進
6月3日、企画提案に応募のあった10チームについて1次審査を実施。結果6チームを選定し、7月下旬に
2次審査を行う予定。

脱炭素社会宣言の取り組み
4月14日、池田町脱炭素実行宣言を公表。地球温暖化、気候変動に強い危機感を持ち『一人が出来ること、
みんなで出来ること』を合言葉に「木望の森100年プロジェクト」の促進、「ゆうきげんき正直農業」の高度化、

「食Uターン事業」の充実拡大、「資源リサイクル」の促進、「再生可能エネルギー」の利活用推進に取組む。

池田町緊急経済支援事業
長引くコロナ禍やウクライナ危機などからの資源高騰、地域経済の低迷、物価高は、町民の生活に影響を及
ぼしていることから、家計への支援、地域経済への応援を行う。内容は、「家計応援金」として、町民一人当
たりに1万円の給付金を支給するとともに「地域経済応援券」を1万円分支給する。

池田町特定不妊治療助成事業
町では、これまで不妊治療への助成を実施してきたが、本年4月からは、年齢に応じて最大6回まで医療保
険が適用されることになり、本人の負担は3割となったところ。そのため、この制度改正に合わせ「池田町特
定不妊治療助成事業」として、この本人負担分3割分を全額助成し、無料化する。

町長施政方針及び諸事の報告

（千円未満切捨て）
主 事 業な
○庁舎図書館建設用地の測量経費、文化交流会館アスベスト調査経費、購入用地の敷地造成費等 ������������  4,425万円

○いけだ応援券発行事業費（一人1万円分の地域応援券を支給） ���������������������������������������������������������������������  2,562万円

○家計応援金給付事業（家計の応援のため一人1万円の現金給付） �����������������������������������������������������������������  2,545万円

○いけだ恋い・来い・濃〜いキャンペーン広告宣伝費および関連イベント実施経費等 ����������������������������������  2,285万円

○葉月薪能（8月開催予定）会場設営費等 ����������������������������������������������������������������������������������������������������������������  491万円

○ゲッター選手権大会（10月開催予定）会場設営経費 �������������������������������������������������������������������������������������������  612万円

○地域分散型定住住宅外構整備費 �������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������  600万円

○町道薮田・清水谷線、薮田・村中線、清水谷・柿ヶ原線の改良工事費 �������������������������������������������������������  2,232万円

○町道稲荷・水海線の予備設計費 ����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������  2,200万円

○ほっとプラザデイサービスセンター特殊浴槽購入費等 ���������������������������������������������������������������������������������������  600万円
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町政に問う一般質問とは、議員が町行財政全般にわたって、
自らの意見を述べ、執行機関に見解を求めるものです。
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万
人
ほ
ど
来
町
者
が
増
え

る
と
計
画
を
し
て
い
る
中
で
、

マ
イ
カ
ー
で
来
町
さ
れ
る
お
客

様
の
駐
車
場
は
本
当
に
足
り
る

の
か
。ま
た
検
証
は
し
た
の
か
。

農
村
政
策
課
長
　
こ
の
道
の

オ
ア
シ
ス
を
整
備
す
る
に
あ
た

り
、
こ
の
規
模
の
駐
車
場
が
妥

当
と
考
え
る
。

駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
足
り
な
い

と
な
っ
て
き
た
場
合
、予
備
と

な
る
ス
ペ
ー
ス
で
あ
っ
た
り
、

そ
の
他
の
方
法
を
事
前
に
考
え

て
い
る
の
か
。

農
村
政
策
課
長
　
土
日
ピ
ー

ク
だ
け
を
念
頭
に
お
い
た
駐
車

場
設
計
は
無
駄
が
生
じ
て
し
ま

う
。
不
足
が
生
じ
た
場
合
は
、

今
後
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

付
近
に
あ
る
T
P
A
等
の
駐
車

場
を
活
用
し
た
運
用
が
好
ま
し

い
の
で
は
と
考
え
る
。

再
質
問

池
田
町
と
し
て
、

駐
車
場
の
規
模
は
妥
当

だ
と
考
え
て
い
る
の
か

再
々
質
問

士
の
配
置
基
準
の
見
直
し
が

あ
っ
た
場
合
に
交
付
税
が
増
え

る
か
は
定
か
で
な
い
。

　
ダ
ム
や
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
よ

る
足
羽
川
の
河
床
の
状
況
は
ア

ユ
の
生
育
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
の
で
な
い
か
。

冠
山
ト
ン
ネ
ル
関
係
の
土
砂

流
出
に
加
え
て
、掘
削
ズ
リ
の

山
に
し
み
込
ん
だ
雨
が
少
し
ず

つ
川
に
流
れ
だ
し
白
濁
す
る
こ

と
も
あ
る
。町
と
し
て
の
対
応

や
考
え
は
ど
う
か
。

町
土
整
備
課
長
　
足
羽
川
ダ

ム
工
事
事
務
所
に
問
い
合
わ
せ

た
と
こ
ろ「
水
海
川
導
水
ト
ン

ネ
ル
工
事
で
は
、
現
在
施
工
場

所
の
切
替
工
事
の
た
め
、
濁
り

が
発
生
し
や
す
い
状
況
と
な
っ

て
い
る
。
工
事
は
6
月
10
日
に

工
事
に
よ
る

川
の
汚
濁
に
つ
い
て

終
了
し
、
ア
ユ
漁
解
禁
日
ま
で

に
は
河
川
の
濁
り
も
一
定
程
度

落
ち
着
く
よ
う
に
施
工
を
進
め

て
い
る
」と
聞
い
て
お
り
、
町

と
し
て
も
今
後
、
川
の
濁
り
を

注
視
し
て
い
く
。

冠
山
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
は
、

福
井
河
川
国
道
事
務
所
に
問
い

合
わ
せ
た
と
こ
ろ「
冠
山
ト
ン

ネ
ル
掘
削
に
て
発
生
し
た
ズ
リ

は
、
土
壌
状
況
を
再
度
確
認
し
、

今
後
、
降
雨
時
及
び
降
雨
後
等

に
お
け
る
雨
水
浸
透
の
濁
水
状

況
を
確
認
し
な
が
ら
対
応
し
て

い
く
」と
の
こ
と
。

文
部
科
学
省
が
毎
年
全
国
の

小
中
高
校
１
年
生
に
届
け
て
い

る
放
射
線
副
読
本
と
供
に
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
と
復
興
庁
が
作

成
し
た
福
島
原
発
事
故
の
処
理

水（
汚
染
水
）に
関
す
る
チ
ラ

シ
が
教
育
委
員
会
に
通
知
せ
ず

直
接
学
校
に
届
け
ら
れ
た
。

こ
の
チ
ラ
シ
は
安
全
面
だ
け

を
強
調
し
た
一
方
的
見
解
の
内

容
の
も
の
で
全
国
で
も
、回
収

し
た
り
配
布
し
な
い
と
こ
ろ
も

出
て
い
る
。池
田
町
の
学
校
の

対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

配
布
済
み
な
ら
ば
、回
収
す
る

よ
う
に
。

教
育
長
　
副
読
本
の
配
布
に

つ
い
て
は
県
を
通
じ
て
承
知
し

て
い
た
。
チ
ラ
シ
に
つ
い
て
の

通
知
は
な
く
、
教
育
委
員
会
に

し
か
る
べ
き
説
明
が
必
要
だ
っ

た
と
考
え
て
い
る
。
授
業
な
ど

で
活
用
す
る
予
定
が
な
い
た
め

原
発
汚
染
水
の
海
洋
放
出
は

「
安
全
」と
の
チ
ラ
シ
学
校
配
布
に
つ
い
て

配
布
は
せ
ず
学
校
で
保
管
し
て

い
る
。

肥
料
代
な
ど
資
材
費
の
高
騰

と
い
う
事
態
の
下
で
農
家
へ
の

直
接
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

越
前
市
で
は
、反
当
り
稲
作
で

９
７
０
円
の
支
援
を
す
る
。県

も
６
月
議
会
で
支
援
策
を
決
め

よ
う
と
し
て
い
る
。池
田
町
で

も
支
援
策
を
。

農
村
政
策
課
長
　
安
心
な
米

作
り
を
す
す
め
て
い
る
池
田
米

に
つ
い
て
は
一
定
の
評
価
が
維

持
さ
れ
て
い
る
。
農
業
資
材
費

支
援
策
は
県
の
事
業
に
協
力
し
、

農
業
へ
の
支
援
と
し
た
い
。
米

価
お
よ
び
資
材
価
格
問
題
と
し

て
農
協
の
主
体
的
な
取
組
み
が

重
要
と
考
え
て
い
る
。

農
業
用
資
材
費

高
騰
へ
の
支
援
策
を

宇野  邦弘 議員

一般
質問

▲足羽川と水海川（手前）の合流地点

な
ぜ
、
中
途
退
職
が
続
い
て
い
る
の
か
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疑 答質 応 委員委員長
宇野一正 和田義則

丸石純一
飯田拓見
宇野邦弘

副委員長
松井靖明

総務厚生常任委員会文教経済常任委員会
委員長
佐野和彦 宇野邦弘

松井靖明
岩﨑昭一
宇野一正

丸石純一
委員副委員長

い
て
は
、
区
や
林
道
利
用
者
か

ら
の
連
絡
に
よ
り
対
応
し
て
い

る
。

　丸
石
議
員
　
ウ
ッ
ド
ス
ポ
ー

ツ
の
ゲ
ッ
タ
ー
を
20
セ
ッ
ト
購

入
す
る
が
、今
あ
る
も
の
は
ど

う
す
る
の
か
。庁
舎
改
築
に
伴

う
役
場
の
備
品
の
活
用
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
既
存
ゲ
ッ
タ
ー
は
引
き
続
き

使
う
。

副
町
長

  

庁
舎
備
品
に
つ
い

て
は
、
使
え
る
も
の
は
使
う
よ

う
に
す
る
。
廃
棄
す
る
も
の
、

活
用
す
る
も
の
は
今
後
検
討
し

て
い
く
。

　丸
石
議
員
　
肥
料
価
格
が
高

騰
し
て
い
る
。担
い
手
農
家
だ

け
で
も
２
０
０
h
a
以
上
を
耕

作
し
農
地
を
守
っ
て
い
る
。町

と
し
て
も
支
援
の
検
討
を
。

農
村
政
策
課
長
　
県
が
支
援

策
を
出
し
て
お
り
、
町
も
そ
れ

で
対
応
す
る
。

備
品
に
つ
い
て

担
い
手
農
家
支
援
策

丸
石
議
員
　
今
回
シ
ス
テ
ム

改
修
委
託
料
は
す
で
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
口
座
に
紐
づ

け
し
て
い
る
人
を
、役
場
の
方

で
使
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
の

シ
ス
テ
ム
な
の
か
。

総
務
財
政
課
長
　

前
回
、
国

の
10
万
円
定
額
給
付
金
を
行
っ

た
シ
ス
テ
ム
で
は
、
今
回
の
町

の
緊
急
経
済
支
援
の
給
付
シ
ス

テ
ム
と
し
て
使
え
な
い
の
で
、

町
の
考
え
る
仕
組
み
に
改
良
す

る
。宇

野
邦
弘
議
員
　
緊
急
経
済

支
援
に
つ
い
て
は
６
月
20
日
時

点
で
生
存
し
て
い
る
方
で
21
日

亡
く
な
っ
た
と
し
て
も
支
給
対

象
者
に
な
る
の
か
。

総
務
財
政
課
長

  

手
順
は
次

の
と
お
り
考
え
て
い
る
。

①
町
は
、
6
月
20
日
を
基
準
日

と
し
、
町
に
住
民
登
録
さ
れ

て
い
る
方
を
対
象
に
給
付
申

請
書
を
送
付
。

②
そ
れ
を
受
け
取
っ
た
町
民
は
、

必
要
事
項
を
記
入
し
、
町
へ

申
請
書
を
提
出
。

③
町
は
、
申
請
書
を
審
査
し
、

給
付
の
判
断
を
す
る
。

④
町
は
、
審
査
結
果
を
踏
ま
え
、

対
象
者
へ
給
付
金
を
給
付
す

る
。

⑤
町
民
か
ら
の
申
請
期
限
は
、

9
月
30
日
ま
で
と
す
る
。

こ
の
手
順
③
の
段
階
で
、
生
存

し
て
い
れ
ば
給
付
対
象
と
な
り
、

こ
れ
以
降
に
亡
く
な
っ
て
も
相

続
者
へ
給
付
す
る
。

和
田
議
員
　
非
常
勤
の
医
師

や
丹
南
病
院
か
ら
派
遣
さ
れ
る

医
師
は
、何
曜
日
に
診
療
し
て

い
る
の
か
。

保
健
福
祉
課
長
　
４
月
よ
り

週
３
日
、
非
常
勤
医
師
の
澤
田

医
師
が
診
療
し
て
い
る
。
ま
た
、

丹
南
病
院
よ
り
週
１
日
で
、
派

遣
医
師
が
診
療
し
て
い
る
。

松
井
議
員
　
保
健
福
祉
課
と

し
て
は
、今
後
も
非
常
勤
の
医

師
で
の
診
療
を
考
え
て
い
る
の

か
。保

健
福
祉
課
長
　

現
在
、
常

勤
の
森
医
師
１
名
と
、
非
常
勤

医
師
の
診
療
体
制
で
は
、
森
医

師
に
大
き
な
負
担
が
か
か
っ
て

お
り
、
以
前
の
よ
う
に
常
勤
医

師
２
名
体
制
が
望
ま
し
い
と
考

え
て
い
る
。

松
井
議
員
　
自
治
医
大
で
は

へ
き
地
へ
の
医
療
従
事
が
義
務

付
け
ら
れ
て
勤
務
す
る
制
度
が

あ
っ
た
が
、今
は
ど
う
な
の
か
。

保
健
福
祉
課
長
　
現
在
も
そ

の
制
度
が
あ
り
、
福
井
県
に
池

診
療
所
医
療
体
制

に
つ
い
て　

田
診
療
所
へ
の
勤
務
医
師
の
派

遣
を
継
続
し
て
依
頼
し
て
い
る
。

し
か
し
、
全
国
的
に
医
師
不
足

の
状
況
で
あ
り
、
池
田
診
療
所

給
付
金
シ
ス
テ
ム
の
改
良

松
井
議
員
　
Ｔ
Ｐ
Ａ
の
再
整

備
事
業
に
よ
り
コ
テ
ー
ジ
の
棟

数
が
減
る
こ
と
に
な
る
と
、集

客
へ
の
影
響
は
出
な
い
の
か
。

農
村
政
策
課
長
　
コ
テ
ー
ジ

に
つ
い
て
は
現
在
９
棟
あ
り
、

こ
の
内
６
棟
を
解
体
し
、
あ
ら

た
に
２
棟
を
新
築
す
る
。
結
果

５
棟
に
な
る
。

副
町
長
　
現
在
９
棟
で
定
員

は
52
人
。
４
月
か
ら
11
月
ま
で

の
営
業
で
年
間
約
１
万
人
が
宿

泊
で
き
る
こ
と
に
な
る
が
、
昨

Ｔ
Ｐ
Ａ
拡
張
計
画 

コ
テ
ー
ジ
の
解
体
・
新
築
に
つ
い
て

宇
野
邦
弘
議
員

 

キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
広
告
料
は
ど
こ
に
委
託
し
、

ど
う
い
う
中
身
な
の
か
。

副
町
長
　
Ｔ
Ｐ
Ａ
開
設
時
に

Ｐ
Ｒ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を

依
頼
し
た「
東
急
エ
ー
ジ
ェ
ン

シ
ー
」に
お
願
い
す
る
。
広
告

料
３
３
０
万
円
は
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
展
開
を
ど
の
よ
う
に
し
て

い
く
の
か
、
ど
ん
な
広
告
に
す

る
の
か
な
ど
の
経
費
。
実
際
の

広
告
は
３
本
×
２
０
０
万
円
の

予
算
を
考
え
て
い
る
。

年
の
利
用
者
は
約
４
３
０
０
人

ほ
ど
。
利
用
者
が
多
い
８
月
で

も
約
86
％
の
利
用
で
あ
り
、
利

用
者
の
少
な
い
月
も
あ
る
。
今

回
５
棟
に
な
っ
て
も
８
月
以
外

は
定
員
を
超
え
る
こ
と
は
な
い

と
考
え
る
。

岩
﨑
議
員
　
現
状
は
20
人
ほ

ど
の
Ｔ
Ｐ
Ａ
職
員
だ
が
、こ
の

人
数
で
や
っ
て
い
け
る
の
か
。

農
村
政
策
課
長
　
必
要
に
応

じ
て
、
新
た
な
雇
用
な
ど
を
考

え
て
い
る
が
、詳
細
は
検
討
中
。

佐
野
議
員
　
庁
舎
建
設
に
伴

い
、今
回
造
成
す
る
場
所
は
ど

こ
か
。

町
土
整
備
課
長
　
交
流
会
館

と
農
業
公
社
の
間
の
交
流
会
館

側
の
約
５
反
を
購
入
し
て
造
成

す
る
。

宇
野
一
正
議
員
　
仮
の
図
書

館
は
ど
こ
に
移
転
す
る
の
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長
　

　
開
発
セ
ン
タ
ー
1
階
の
ホ
ー

ル
以
外
を
仮
設
図
書
館
と
し
て

利
用
す
る
。
教
育
委
員
会
事
務

局
は
２
階
の
旧
結
婚
式
場
を
活

用
す
る
。
来
年
秋
ま
で
に
は
移

転
し
、
新
図
書
館
が
完
成
す
る

令
和
８
年
度
の
途
中
ま
で
使
う

予
定
。

松
井
議
員
　
新
図
書
館
に
つ

い
て
、学
生
が
自
習
な
ど
出
来

る
ス
ペ
ー
ス
も
確
保
し
て
欲
し

い
。宇

野
邦
弘
議
員
　
稲
荷
水
海

線
開
設
準
備
の
委
託
料
は
特
定

財
源
と
な
っ
て
い
る
が
、足
羽

川
水
源
地
域
対
策
基
金
か
ら
出

道
路
整
備
な
ど
に
つ
い
て

る
の
か
。道
路
整
備
に
つ
い
て

も
基
金
か
ら
出
る
の
か
。

町
土
整
備
課
長
　
基
金
か
ら

の
支
援
を
予
定
し
て
い
る
。
道

路
整
備
に
つ
い
て
ど
う
な
る
の

か
は
、今
後
の
協
議
次
第
。

宇
野
一
正
議
員
　
市
か
ら
板

垣
信
号
ま
で
の
改
良
と
冠
山
ト

ン
ネ
ル
開
通
が
同
時
開
通
に
な

ら
な
い
の
か
。

町
土
整
備
課
長
　
同
時
に
は

現
状
で
は
困
難
。

宇
野
一
正
議
員
　
町
道
や
林

道
の
日
常
点
検
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。除
雪
は
建
設
業
者

も
減
っ
て
お
り
対
応
で
き
な
く

な
る
の
で
は
な
い
か
。今
後
の

対
応
は
。

町
土
整
備
課
長
　
町
道
は
町

の
作
業
員
が
随
時
点
検
し
、
修

繕
も
行
っ
て
い
る
。
今
年
か
ら

道
路
モ
ニ
タ
ー
制
度
を
導
入
し
、

ラ
イ
ン
で
モ
ニ
タ
ー
10
名
と
連

絡
を
取
り
合
い
監
視
し
て
い
る
。

除
雪
は
従
来
通
り
建
設
業
者
に

依
頼
し
て
い
く
。

木
望
の
森
づ
く
り
課
長

　
春
の
雪
解
け
時
や
豪
雨
等
の

異
常
気
象
時
に
主
要
林
道
の
大

野
池
田
線
、
他
５
路
線
な
ど
の

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
状
況

に
応
じ
て
業
者
に
委
託
し
て
い

る
。
ま
た
そ
の
他
の
路
線
に
つ

い
け
だ
恋
い
・
来
い
・
濃
〜
い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

①
能
楽
の
郷
・
葉
月
薪
能

　
（
８
／
11
）

②
ウ
ッ
ド
ス
ポ
ー
ツ

ゲ
ッ
タ
ー
選
手
権
大
会

　
（
10
／
８
、
９
）

③
食
の
文
化
祭

　
（
11
／
５
、
６
）

を
、
３
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

町
の
観
光
魅
力
を
発
信
し
て

い
く
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。

役
場
庁
舎・図
書
館
建
設

へ
の
派
遣
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

ま
た
、
丹
南
病
院
へ
派
遣
回
数

を
増
や
す
交
渉
を
行
っ
て
い
く
。

曜日 午　前 午　後

月 森医師、澤田医師（２名体制）

火 森医師（１名体制）

水 森医師、澤田医師
（２名体制）

澤田医師
※7/13より１名体制で診療

木 森医師、澤田医師（２名体制）

金 森医師、丹南病院派遣医師（２名体制）

土 森医師（１名体制）
※第1,3,5週は休診 休　診

日 休　診

▼池田診療所医師体制

　

６
月
定
例
会
以
降
、
池
田

町
で
詳
細
を
協
議
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
基
準
日

を
７
月
11
日
と
定
め
、
池
田

町
に
住
民
登
録
が
あ
る
方

を
対
象
に「
池
田
町
緊
急
経

済
支
援
事
業
申
請
書
」を
送

付
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け

取
っ
た
町
民
は
、
９
月
30
日

ま
で
に
役
場
へ
返
送
し
て
い

た
だ
き
、
町
の
審
査
を
経
て
、

後
日
給
付
金
を
給
付
し
ま
す
。

※
詳
細
は
、
送
付
さ
れ
る「
池

田
町
緊
急
経
済
支
援
事
業

申
請
書
」を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

池
田
町
防
災
計
画
に
つ
い
て

松
井
議
員

  

池
田
町
で
は
、

原
発
事
故
時
に
お
け
る
避
難

ル
ー
ト
は
、現
在
大
野
市
へ
避

難
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

来
年
冠
山
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
す

る
と
揖
斐
川
町
へ
避
難
す
る
こ

と
に
な
る
の
か
。

総
務
財
政
課
長
　
現
状
で
は
、

大
野
市
へ
避
難
す
る
計
画
で
あ

り
、変
わ
り
な
い
。
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議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長
　
丸
石
　
純
一

副
委
員
長
　
宇
野
　
一
正

委
　
　
員
　
佐
野
　
和
彦

委
　
　
員
　
宇
野
　
邦
弘

委
　
　
員
　
松
井
　
靖
明

発
行
責
任
者

議
　
　
長
　
飯
田
　
拓
見

編集後記

過
去
最
も
早
い
梅
雨
明
け
、
そ
の
後
の
高

温
・
長
雨
と
異
常
な
気
象
が
続
く
中
、
戦
争

や
事
件
な
ど
不
安
な
状
況
が
起
こ
っ
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
も
依
然
終
息
と
は
な
ら
ず
、
こ

れ
ま
で
と
は
違
う
暮
ら
し
の
中
、
先
の
見
え

な
い
社
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

小
さ
な
、
の
ど
か
な
私
た
ち
の
池
田
町
が
、

不
安
な
社
会
状
況
で
も「
池
田
の
良
さ
」を
失

わ
ず
に
、
平
穏
に
暮
ら
せ
る
町
づ
く

り
を
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
も

と
、
更
に
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

  （
佐
野
和
彦
）

水
海
地
区
の
石
丸
雅
弘
氏
に
よ
る
ブ

ド
ウ
栽
培
体
験
事
業（
ち
っ
ち
ゃ
な
幸

せ
実
現
事
業
）が
、
６
／
25
に
旧
水
海
分
校

に
て
開
催
さ
れ
、
ブ
ド
ウ
栽
培
を
体
験
し
て

も
ら
い
、
育
て
る
こ
と
や
、
収
穫
の
楽
し
み
、

食
べ
る
喜
び
を
感
じ
て
も
ら
う
。
こ
れ
ら
の

活
動
を
通
し
て
、
楽
し
ん
で
人
の〝
和
〟を
広

げ
て
貰
う
き
っ
か
け
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

表
紙
の
写
真

池
田

町
議

会
だ

よ
り

第
22号

　
令
和
4年
8月
1日
発
行
　
　
池
田
町
議
会
　
〒
910−

2512　
福
井
県
今
立
郡
池
田
町
稲
荷
35−

4　
TEL.0778−

44−
8007　

FA
X
.0778−

44−
6296

─  この活動はちっちゃな幸せ実現事業を活用しています  ─

日本人の11人に1人がLGBTであるという調査結果（電通
ダイバーシティ・ラボが2018年に行ったもの）があり、その
割合は AB 型や左利きの人と同じぐらいの割合であるとい
われています。「LGBTQ」に対する理解を深め、誰もが自分
らしく、幸せに暮らせる様な社会、人権や多様性を尊重す
る社会づくりを目的に、6月19日能楽の里 文化交流会館
にてLGBTQの映画会が開催され 80 名以上の方が鑑賞さ
れました。次回 9月25日には仁愛大学の織田暁子准教授
による講演会を予定しております。

LGBTQとは
●レズビアン（女性同性愛者）
●ゲイ（男性同性愛者）
●バイセクシュアル（両性愛者）
●トランスジェンダー 

（生まれた時の性別と自認する性別が一致しない人）
●クエスチョニング 

（自分自身のセクシュアリティを決められない、 
  分からない、または決めない人）

　など、性的マイノリティの方を表す総称のひとつです。

▲池田町で初の勉強会「LGBTQってなんだろう」 ▲2021年3月  「LGBTQ映画鑑賞会」

多様性を尊重する社会を目指して

▲なろっさALLY（アライ）いけだのメンバー
　※ALLYとはLGBTQの良き理解者・支援者のこと

▲2022年6月  映画会（勉強会）の様子
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